
＜事務局よりお知らせ＞ 

総会開催に際して、従来は会場にて来賓挨拶を頂いておりましたが、オンライン開催のた

め予めメッセージを頂戴して当日ご紹介する予定にしております。各位のお言葉は、難病連

の存在意義と今後の難病患者支援活動を後押しして下さるものでありますので、ご参考ま

でに原文のまま転載し同封させて頂きます。 

 

------------------------------------ 

本県の難病対策の推進につきましては、日頃格別の御高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

○ 令和４年度も高野理事長を筆頭とする新体制の下で、神奈川県難病団体連絡協議会の

運営が継続されるとのこと、大変喜ばしく思います。 

〇 貴協議会が長年に渡り取り組んでこられた医療療養相談、医療講演会及び各種普及啓

発事業は、県の難病患者支援において必要不可欠となっており、皆様には日頃から精力的に

活動いただいておりますこと感謝申し上げます。 

〇 県としては、今後とも、かながわ難病相談・支援センターをはじめとする関係機関との

連携等についてご協力をさせていただき、医療機関、行政等が連携した支援体制の構築に努

めてまいります。 

○ 最後に、会員の皆様のご健勝と、貴協議会のますますのご発展を祈念いたしまして、結

びの言葉とさせていただきます。 

神奈川県健康医療局保健医療部がん・疾病対策課長 

下山田 義行 

------------------------------------ 

令和４年度神奈川県難病団体連絡協議会総会開催にあたり、ご挨拶を申し上げます。 

貴会におかれましては、体制を刷新し、新たな一歩を踏み出すと伺っています。新執行部の

皆様方のご活躍により、これまで以上に難病患者の皆様にとって心強い存在となることを

期待しています。 

横浜市では、患者会の皆様や医療機関をはじめ関係機関のご協力を賜りながら、難病に関す

る講演会や患者様同士の交流会を開催してきました。また、患者様の生活を支えるための外

出支援事業や、介護者のレスパイトのための一時入院等の事業を実施してきました。 

そうした中で重度の方だけでなく、軽度の方でも、就労継続や災害対策に様々な課題を抱え

ているとのご指摘を受け、今年度の難病対策地域協議会の議題として取り上げ、必要な支援

を検討していく予定です。 

今後も貴団体の協力を賜りまして、軽度から重度まで、様々な事情をお持ちの難病患者の

方々のニーズに寄り添った支援を推進していけるよう努めてまいりますので、引き続きよ

ろしくお願いします。 

横浜市健康福祉局保健事業課担当課長 山田 洋 

------------------------------------ 



○ 神奈川県難病団体連絡協議会の皆様方におかれましては、日ごろから難病患者とその

ご家族を支えるため、活動に取り組んでおられますことに深く敬意を表しますとともに、心

から感謝を申し上げます。 

〇 本市におきましては、誰もが住み慣れた地域や自ら望む場で安心して暮らし続けるこ

とができるよう、あらゆる年齢や疾病に対応する地域包括ケアシステムの構築を進めてお

ります。難病患者の支援につきましても、皆様をはじめとする多くの方々の御意見を伺いな

がら、着実に取組を進めてまいりたいと考えております。 

○ 会員の皆様のご健勝と、令和４年度からの新体制におかれましても貴協議会のますま

すのご発展を祈念し、簡単ではございますが、御挨拶に代えさせていただきます。 

川崎市役所健康福祉局地域包括ケア推進室専門支援担当課長  

小田真智子 

------------------------------------ 

○ 令和４年度神奈川県難病団体連絡協議会総会の開催を心からお喜び申し上げます。 

〇 皆様方におかれましては、日頃から、本市の難病対策の推進につきまして、格別の御高

配を賜り、厚く御礼申し上げます。また、難病の患者様やそのご家族の方に寄り添った活動

を続けられ、多くの方のお力になっておられますことに深く敬意を表します。 

〇 本市といたしましては、今後とも、かながわ難病相談・支援センターをはじめとする関

係機関との連携等についてご協力をさせていただき、医療機関、行政等が連携した支援体制

の構築に努めてまいります。 

○ 最後に、貴協議会のますますのご発展と、会員の皆様方のご多幸を祈念いたしまして、

結びの言葉とさせていただきます。 

相模原市健康福祉局保健衛生部疾病対策課 関 みどり 

------------------------------------ 

難病連総会ご挨拶 

 

今年度から高野理事長の下で、相談者に寄り添うということに主点を置き、新体制がスター

トするとお聞きしました。小休止していた神奈川県難病団体連絡協議会の運営が再開され

ることを大変喜ばしく思います。 

これまでかながわ難病相談・支援センターでは，医療講演会、医療相談・ピア相談会が実施

され，大変好評を得てきましたが、それらの企画を立案する上で，各疾患の患者会との連絡

や情報交換が非常に重要になっていました。今後は新体制下での神奈川県難病団体連絡協

議会と連携を取りながら、医療講演会、医療相談・ピア相談会、その他の難病相談支援事業

を進めていきたいと思います。ご協力のほど、どうぞよろしくお願い致します。 

 

かながわ難病相談・支援センター長 今井富裕 

------------------------------------ 


